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成績を分析し、二地区の比較をした。   
耳鼻咽喉科検診内容は二地区共同様であり、鼻炎、慢性副鼻腔炎、扁桃炎、扁桃肥大、アデ  
ノイド、アレルギー性鼻炎、咽頭炎の有無と程度、鼻汁中好酸球検索、聴力測定であった。   
白峰地区において60年のみアレルゲンテストを実施した。  
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表1 鼻汁中好酸球検出率  
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塵填であることが明らかである。   
学枚保健は、地域における保健活動でもある。単なる校舎内における管理に止まらず、学童  










示され、アレルゲンテストの結果、ハウスダストが約60％を占め、環境の影響であると考えた。   
これらのことより、学童の健康管：竪において心身の成長・発達の途上にあることの理解と広  
く地域環境の理解を深め健康教育に反映させることの必要性を考えた。  
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